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ご
挨
拶

　

平
成
28
年
度
第
24
回
桑
名
市
文
化
協
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
会
長
職
の
選
任
を

受
け
、
真
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
改
選
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
９
月
末
に
今
村
和
子
会
長
の
突
然
の

逝
去
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、

文
化
協
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
、
今
村
さ

ん
が
経
営
す
る
会
社
の
事
務
所
で
各
部
門

理
事
さ
ん
達
と
よ
く
議
論
を
し
た
こ
と
、

ま
た
国
際
交
流
の
事
業
と
し
て
の
韓
国
・

馬
山
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
へ
の
訪
問
、

文
化
協
会
20
周
年
事
業
の
柏
崎
市
と
の
交

流
が
思
い
出
さ
れ
、
早
い
旅
立
ち
が
断
腸

の
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
村
会
長
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぎ
、

文
化
協
会
の
先
導
役
と
し
て
、
職
責
を
全

う
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
協
会
は
、
現
在
10
部
門
と
し
、

個
人
会
員
28
名
、
団
体
会
員
１
０
１
団
体
、

特
別
会
員
25
社
で
会
員
総
数
は
２
，０
６
０

名
の
団
体
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
10
月
か
ら
「
文
化
力
で
桑
名

の
魅
力
を
広
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
で
桑
名

市
民
芸
術
文
化
祭
を
、
桑
名
市
民
会
館
・

メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
・
六
華
苑
の
３
か
所
を

会
場
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
開
催
告

知
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

チ
ラ
シ
等
で
ご
案
内
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
来
年
は
協
会
設
立
25
周
年
を
迎

え
ま
す
。
過
去
５
年
ご
と
に
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
舞
台
発
表
・
講
演
会
・
交
流
事
業

を
実
施
し
、
桑
名
市
の
文
化
を
支
え
る
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

25
周
年
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
知
恵
を
絞
り
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、
記
憶
に

残
る
事
業
を
立
案
し
、
市
民
の
皆
様
に
お

示
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
総
会
に
お
い
て
提
案
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
事
業
計
画
を
推
進
し
、

会
員
や
団
体
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、

桑
名
市
の「
文
化
力
」を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
協
会
を
目

指
し
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
協
会
の
運
営
・
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
会
で
荒
木
敏
文
会
長
の
就

任
に
伴
い
こ
の
た
び
副
会
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

非
力
な
私
が
務
め
ら
れ
る
か
心
配
で
す

が
、
荒
木
会
長
新
体
制
の
も
と
、
西
村
副

会
長
と
共
に
六
華
苑
祭
を
担
当
い
た
し
ま

す
。

　

芸
能
Ⅲ
部
門
に
所
属
し
二
十
年
余
が
過

ぎ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
出
会
い
と
応

援
を
頂
き
、
舞
台
活
動
を
続
け
て
い
ら
れ

る
事
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
研
鑽
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
文
化
に
恵
ま
れ
た
私
達
の

桑
名
の
特
色
を
生
か
し
、
さ
ら
に
充
実
し

た
文
化
活
動
の
パ
イ
プ
役
に
な
る
よ
う
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

桑
名
市
文
化
協
会

会
　
長

荒
木
敏
文

新
任
の
ご
挨
拶

三
重
県
文
化
奨
励
賞
を

　　　　　　　

受
賞
さ
れ
ま
し
た

桑
名
市
文
化
協
会

副
会
長

伊
藤
好
子
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文
化
協
会
会
員
の
安
田
隆
亮
さ

ん
が
絵
画
の
優
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
三
重
県
文
化
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

▲作品名　初夏の候
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～プログラム～

桑名市民芸術文化祭

第25回 10/15（土） 9：00～17：00  10/16（日） 9：00～15：00
場所／くわなメディアライヴ多目的ホール

趣味教養祭（桑名愛石会第42回水石展）

10/15（土） 10：15～19：00
場所／桑名市民会館　大会議室

趣味教養祭（市民囲碁大会）

10/16（日） 10：30～19：00
場所／桑名市民会館　大会議室

趣味教養祭（市民将棋大会）

10/22（土） 14：00～16：00
場所／桑名市民会館　小ホール

くわコレ ’16ファッションショー

10/23（日） 9：00～16：00
場所／桑名市民会館　展示室

くわコレ ’16作品展示と体験

10/29（土） 9：00～17：00  10/30（日） 9：00～15：00
場所／くわなメディアライヴ　多目的ホール

趣味教養祭（彫型画・年賀状づくり、パッチワーク・きもの帯結びなど）

10/30（日） 9：30～12：30
場所／六華苑　一の間

小倉百人一首　初心者かるた取り大会

11/3（木・祝） 10：00～15：30
場所／六華苑　一の間

お茶会

11/2（水）・3（木・祝） 10：00～16：00
場所／六華苑　会議室　番蔵棟

華道展

11/3（木・祝） 10：00～15：30
場所／六華苑　二の間　離れ屋　旧高須御殿

聞香席

11/6（日） 9：30～16：00
場所／桑名市民会舘　小ホール

吟剣詩舞道の祭典

11/12（土） 13：00～16：00  11/13（日） 10：00～16：00
場所／桑名市民会館　大ホール

芸能の祭典（日本舞踊、箏曲、民謡、大正琴など）

11/17（木） 11：00～17：00  11/18（金）・19（土） 9：00～17：00  11/20（日） 9：00～16：00
場所／くわなメディアライヴ　多目的ホール

美術部門展

11/20（日） 13：00～17：00
場所／桑名市民会館　小ホール

音楽のフルコース

12/4（日） 13：00～16：00
場所／桑名市民会館　大ホール

ダンス，DE，パフォーマンス“2016”

12/3（土） 13：30～  18：30～  12/4（日） 10：30～  13：30～
場所／くわなメディアライヴ　多目的ホール

演劇の祭典　ゲキゲキ！2　『鬼サミット』

2017年3月発行
各公民館・市民センターに設置予定

「桑名文協」に文芸作品掲載

平成29年2月5日（日）　10：00～15：00

六華苑遠州流春乃茶会

●協賛事業

遠州流の武家茶道を皆様方に披露し、武家茶道の良さをアピールします。
濃茶席・薄茶席・点心席
三席で会費8,000円



（3）
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10
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）
に
く
わ

な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
多
目
的
ホ
ー
ル
で
桑

名
愛
石
会
第
42
回
水
石
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
水
石
」
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
水
石
は
一
個
の
石
の
形
、
姿

を
見
立
て
、水
盤
、砂
、台
座
、卓
を
使
い「
山

水
景
情
の
世
界
」
を
演
出
し
ま
す
。

　

素
材
と
な
る
石
は
全
国
の
河
川
や
山
、

海
岸
か
ら
産
出
さ
れ
ま
す
が
、
地
元
、
員

弁
川
、
青
川
か
ら
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
た

名
石
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
会

も
会
員
12
名
が
員

弁
川
を
中
心
に
三

重
県
、
東
海
３
県
、

全
国
で
探
石
し
た

水
石
、
40
石
を
展

示
し
ま
す
。
水
石

展
に
は
県
内
外
か

ら
の
愛
好
家
も
来

て
頂
き
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

桑
名
愛
石
会
は
全
国
の
愛
好
団
体
と
協

力
し
て
「
盆
栽
・
水
石
文
化
を
世
界
遺
産

登
録
」
へ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ご
来
場
の
折
は
ご
署
名
に
ご
協
力
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

詩
吟
・
剣
舞
・
詩
舞
を
愛
好
す
る
仲
間

が
一
堂
に
会
し
て
、
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

で
、
十
一
月
六
日
の
日
曜
日
に
「
吟
剣
詩

舞
道
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
祭

典
に
出
場
す
る
た
め
に
、
一
人
一
人
が
愛

唱
吟
の
練
習
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
別
企
画
と
し
て
、
吟
道
関

心
流
で
は
、「
忠
烈
の
武
将
楠
木
正
成
公
を

想
う
」
と
題
し
た
構
成
吟
を
発
表
し
ま
す
。

南
朝
の
忠
臣
と
し
て
歴
史
に
名
を
残
し
て

い
る
楠
木
正
成
公
を
詠
ん
だ
詩
は
、
後
世

の
多
く
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
想
い
の
伝

わ
る
詩
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
剣
舞
、
詩

舞
な
ど
も
交
え
て
発
表
し
ま
す
。

　

岳
風
流
桑
名
吟
道
会
で
は
「
菅
公　

秋

思
の
賦
」
と
題
し
て
構
成
し
た
特
別
企
画

を
発
表
し
ま
す
。
学
問
の
神
様
と
し
て
今

な
お
全
国
各
地
で
親
し
ま
れ
て
い
る
菅
原

道
真
公
は
、
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

あ
わ
せ
て
お
愉
し
み
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
高
齢
化
と
減
少
と
い
う
厳
し
い

現
実
が
あ
り
ま
す
が
、
頭
を
使
い
大
き
な

声
を
出
す
こ
と
は
健
康
維
持
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
若
い
方
々
に
も
伝

統
芸
能
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
教
養
部
門

中
山　

雅
幸

桑
名
愛
石
会
・
第
42
回
水
石
展

　
　
　
　
　
ご
観
覧
く
だ
さ
い

桑
名
愛
石
会
・
第
42
回
水
石
展

　
　
　
　
　
ご
観
覧
く
だ
さ
い

芸
能
Ⅱ
部
門

山
田
岳
峰

吟
剣
詩
舞
道
の
祭
典

吟
剣
詩
舞
道
の
祭
典

　

今
年
も
文
化
祭
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
！

　

12
月
４
日
（
日
）
13
時
よ
り
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
成
人
ま
で
舞
台
発
表
に
向
け

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

で
は
、
個
性
豊
か
な
４
団
体
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

♥
身
体
能
力
を
活
か
し
た
優
雅
な
動
き
、

華
麗
で
自
由
な
演
舞
が
魅
力
的
な
、
モ
ダ

ン
バ
レ
エ
。　

♦
足
の
打
ち
鳴
ら
し
や
腕
の
動
き
、
生
演

奏
の
音
色
や
憂
い
を
帯
び
た
唄
は
情
熱
的

な
、
フ
ラ
メ
ン
コ
。

♠
す
ら
り
と
し
た
姿
勢
、
清
楚
な
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
、
し
な
や
か
な
動
作
、
華
や
か

な
群
舞
と
音
楽
が
一
体
に
な
っ
て
物
語
り

と
な
る
バ
レ
エ
。

♣
様
々
な
楽
曲
で
簡
単
明
瞭
な
表
現
方
法

で
、
自
己
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
要
素

を
も
っ
た
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
。

　

本
番
ま
で
数
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
各
団
体
、
演
出
、
衣
装
、
構
成
に
趣

向
を
こ
ら
し
、
出
演
者
と
お
客
様
が
一
体

に
な
れ
る
よ
う
な
舞
台
づ
く
り
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

芸
能
Ⅲ
部
門

伊
藤
好
子

▲員弁川石　銘「月の浦」
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若
葉
薫
る
６
月
５
日
、
大
ホ
ー
ル
に
て
、

第
二
十
二
回
演
奏
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
市
長
様
の
お
言
葉
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
感
謝
の
心
と
共
に
演
奏
し
、
ホ
ー
ル

に
響
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
皆
様
と
一
体
と
な

り
楽
し
み
ま
し
た
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
金
森
圭

司
氏
の
「
情
熱
大
陸
」
全
て
の
人
が
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。
重
厚
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
の「
わ

を
ん
」
の
方
々
の
ポ
ッ
プ
ス
に
は
男
声
合

唱
の
新
た
な
魅
力
を
。
そ
し
て
私
達
女
声

合
唱
の
良
さ
を
引
き
立
て
ら
れ
、
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ア
ヴ
ェ
ヴ
ェ
ル
ム
コ
ル
プ
ス
」「
あ
さ

が
来
た
」
で
は
、
混
声
の
魅
力
と
私
達
の

可
能
性
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

そ
し
て
、
素
敵
な
歌
「
い
ま
、
こ
こ
か
ら
」

に
感
動
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。
良
い
歌
を
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

音
楽
部
門　

く
わ
な
市
民
コ
ー
ラ
ス

三
田
亮
子

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
我
団
創
立
三
十
八
年
〜

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
我
団
創
立
三
十
八
年
〜

芳
　
流

　
　
紫
野
会
発
表
会

芳
　
流

　
　
紫
野
会
発
表
会

　

爽
や
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
薄
ら
汗
ば

む
六
月
初
旬
、
芳
流
舞
踊
・
紫
野
会
第
二

回
発
表
会
を
桑
名
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

　

一
、
紫
野
会
の
舞
踊
を
「
見
て
い
た
だ

き
た
い
、
見
て
下
さ
い
」
と
積
極
的
な
心

情
で
踊
り
、
観
客
と
共
感
し
た
い
。

　

二
、
健
康
維
持
の
為
に
踊
り
、
歌
っ
て

い
る
地
元
の
シ
ニ
ア
の
仲
間
に
、
舞
台
に

立
つ
醍
醐
味
、
そ
し
て
観
客
と
共
感
す
る

喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。

を
目
標
に
し
ま
し
た
。

　

開
幕
か
ら
満
席
状
態
の
中
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
演
目
が
運
び
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
興

奮
と
感
激
の
出
演
者
、そ
し
て
会
場
の
人
々

の
温
か
い
眼
差
し
で
終
了
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

拙
い
技
量
に
未
熟
な
私
達
で
し
た
が
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
し
た„
一
生
懸
命
さ
“

が
会
場
に
伝
わ
っ
た
発
表
会
だ
っ
た
と
実

感
致
し
ま
し
た
。

　

舞
踊
は
、
振
り
と
感
情
が
一
致
し
て
躍

動
感
と
感
動
が
伝
わ
る
も
の
で
す
。
私
達

芳
流
舞
踊
の
家
元
の
志
、
表
現
を
学
び
稽

古
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
美
し
い
動
き
、

豊
か
な
表
情
を
求
め
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。

　

開
催
に
際
し
て
多
大
な
協
力
を
頂
い
た

桑
名
文
化
協
会
様
、
市
民
会
館
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

芸
能
Ⅰ
部
門

芳
紫
野（
水
野
圭
子
）

平成28年度　桑名市文化協会育成補助金助成事業一覧

芳流　紫野会　広瀬保子

ぐるうぷ雑創　吉田敏男

Piano study　水谷直美

表千家　小川章子

多度雅楽会　田中松緑

女声合唱団くわな市民コーラス　三田亮子

桑名国際美術交流会　水谷桑丘

桑名愛石会　中山雅幸

桑名美術クラブ　安田隆亮

金雀枝短歌社　上田順子

桑名萬古陶芸協会　森工人

桑名弦楽合奏団　鷲野高明

金田枝里香バレエ教室　金田枝里香

芳流　紫野会20周年記念発表会

ぐるうぷ雑創　第35回展

第 5回　Piano study 音楽発表会

第22回　みえ県民茶会

桑名六華苑　春の舞楽会

第22回　くわな市民コーラス演奏会

第13回　日韓友好親善美術展

桑名愛石会第41回水石展

桑名美術クラブ40周年記念展

「金雀枝」創刊90周年記念短歌大会　第20回　一楓・山城顕彰短歌大会

桑名萬古陶芸協会展

桑名弦楽合奏団第31回定期演奏会

金田枝里香バレエ教室第15回発表会

Ｈ28.6.4

Ｈ28.8.10 ～ 8.14

Ｈ28.11.23

Ｈ28.10.16

Ｈ28.5.14 ～ 5.15

Ｈ28.6.5

H28.5.4. ～ 5.8

Ｈ28.5.20 ～ 5.22

Ｈ28.10.6 ～ 10.9

H29.3.12

H28.7.20 ～ 7.24

H28.7.17

H28.4.17

桑名市民会館小ホール

桑名市博物館

桑名市民会館小ホール

六華苑  桑名別院

六華苑

桑名市民会館大ホール

くわなメディアライヴ多目的ホール

くわなメディアライヴ多目的ホール

くわなメディアライヴ多目的ホール

桑名シティホテル5F

桑名市博物館

桑名市多度公民館

桑名市民会館大ホール

申　　請　　者 事　　業　　名 開催期日 開催場所
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香
道
へ
の
い
ざ
な
い

こ
の
流
技
紹
介

こ
の
流
技
紹
介

　

香
道
は
、
室
町
時
代
東
山
文
化
の
、
リ
ー

ダ
ー
足
利
義
政
や
、
志
野
宗
信
、
三
条
西

実
隆
ら
に
よ
っ
て
、
茶
道
や
華
道
と
な
ら

ぶ
、
芸
道
と
し
て
体
系
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
志
野
流
は
、
そ
の
志
野
宗
信
を
流
祖

と
し
て
、
以
来
五
百
年
、
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　

香
道
の
楽
し
さ
は
、
香
り
に
触
れ
親
し

む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

来
た
る
十
一
月
三
日
の
桑
名
市
民
芸
術

文
化
祭
に
、
六
華
苑
に
て
参
加
し
ま
す
。

　

天
然
の
香
木
の
香
り
を
、
体
験
し
て
い

た
だ
き
、
奥
深
い
香
道
の
世
界
を
、
わ
ず

か
で
も
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

志
野
香
道
桑
名
教
場
は
、
昭
和
二
十
五

年
に
開
設
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

月
二
回
教
室
を
開
き
、
香
り
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

茶
華
香
道
部
門　

志
野
流

近
藤
ゆ
う

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
表
彰
式

　

今
年
度
の
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
原
画
市

長
賞
に
は
、
市
内
在
住
の
近
藤
ナ
オ
さ

ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
佳
作
に

は
市
内
在
住
の
高
校
２
年
生
、
浅
野
未

華
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

近
藤
さ
ん
の
原
画
は
、
鶴
が
天
か
ら

桑
名
の
「
く
」
の
字
を
描
い
て
降
り
て

く
る
イ
メ
ー
ジ
の
Ｃ
Ｇ
技
術
を
駆
使
し

た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
で
す
。
作
品

の
右
下
に
は
ピ
ン
ク
の
花
水
木
を
左
上

に
は
花
菖
蒲
を
あ
し
ら
い
、
バ
ッ
ク
は

は
ま
ぐ
り
の
中
に
三
羽
の
鶴
が
入
っ
た

紋
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
27
日
（
水
）
に
、
関
係
者
に
よ

る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
正
琴
に
魅
せ
ら
れ
て…

　

大
正
琴
は
、
大
正
元
年
、
名
古
屋
の
大

須
で
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
は
二
弦
琴
を

原
形
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
キ
ー
ボ
タ
ン

と
ピ
ア
ノ
の
音
階
配
列
を
組
み
合
わ
せ
、

一
つ
の
キ
ー
ボ
タ
ン
で
一
つ
の
音
し
か
出

せ
な
い
単
音
楽
器
で
し
た
。

　

昭
和
50
年
頃
よ
り
琴
の
胴
の
長
さ
や
弦

の
太
さ
を
変
え
て
、
中
音
の
ア
ル
ト
琴
・

低
音
の
テ
ナ
ー
琴
、
さ
ら
に
低
い
ベ
ー
ス

琴
が
開
発
さ
れ
て
和
音
で
弾
け
る
よ
う
に

な
り
、
飛
躍
的
に
音
楽
の
幅
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
琴
で
の
一
人
弾
き
は
、
ど
こ

か
物
悲
し
い
琴
の
音
。
弦
を
上
下
に
震
わ

せ
て
奏
で
る
ト
レ
モ
ロ
は
琴
線
に
触
れ
、

仲
間
と
音
を
重
ね
て
一
つ
の
曲
に
な
っ
た

時
の
達
成
感
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
心

地
よ
さ
で
す
。

　

一
人
か
ら
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
、
そ
し

て
大
合
奏
ま
で
、
自
分
に
合
っ
た
楽
し
み

方
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
、
音
楽
の
あ
る
豊
か

な
人
生
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
で
は
邦
楽
人
口

が
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
本
当

に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

若
い
担
い
手
不
足
も
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
そ
れ
は
大
正
琴
の
魅
力
の
発
信
不

足
か
も
し
れ
な
い
と
「
何
か
出
来
る
こ
と

は
な
い
か
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今

年
は
例
年
に
な
く
、
各
方
面
か
ら
演
奏
依

頼
の
お
声
が
け
を
頂
き
、
日
々
の
練
習
の

励
み
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
文

協
の
お
た
よ
り
」
が
お
手
元
に
届
く
頃
の

九
月
十
八
日
（
日
）
に
は
、
六
華
苑
に
て

一
年
半
ぶ
り
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

致
し
ま
す
。

　

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
六
華
苑
は
大

正
二
年
に
施
工
さ
れ
、
他
に
六
棟
が
有
形

文
化
財
、
離
れ
は
市
の
有
形
文
化
財
に
、

そ
し
て
庭
園
は
平
成
十
三
年
に
国
の
名
勝

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
大
正
琴
と

同
じ
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
幼
な
じ
み
と

言
っ
て
よ
く
、
大
正
琴
の
音
色
に
乗
せ
て
、

重
要
文
化
財
鑑
賞
に
庭
園
散
策
と
、
穏
や

か
な
秋
の
一
日

を
お
過
ご
し
頂

け
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

出
会
い
の
場
を

沢
山
作
っ
て
、

大
正
琴
の
楽
し

さ
を
、
大
正
琴

を
愛
す
る
仲
間

た
ち
と
共
に
、

広
く
発
信
し
続

け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

芸
能
Ⅰ
部
門　

琴
伝
流
大
正
琴
桑
琴
会

清
野
琴
誉

第
25
回

  

桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭

第
25
回

  

桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
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本
年
五
月
に
開
催
の
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
の
関
連
行
事
と
し
て
、
青
少
年
の

間
の
国
際
交
流
と
意
識
高
揚
を
目
的
と
し

た
中
高
生
の
サ
ミ
ッ
ト「
二
〇
一
六
年
ジ
ュ

ニ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
・
in
三
重
」
が
四
月
22

〜
28
日
に
、
本
市
ナ
ガ
シ
マ
リ
ゾ
ー
ト
を

主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
23
日
に
は
、
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
を
目
指
す
「
桑
名

石
取
祭
」
祭
車
13
台
で
の
歓
迎
行
事
と
各

国
代
表
者
の
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
伊
勢

大
橋
〜
河
口
堰
橋
上
を
渡
り
、
な
ば
な
の

里
へ
向
か
う
祭
車
群
の
光
景
は
空
前
の
圧

巻
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
長
良
川
河
口
堰
の
位
置

す
る
と
こ
ろ
は
長
島
町
の
十
日
外
面
で
す
。

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
時
の
長
島
城
主

松
平
定
政
が
自
ら
奉
行
し
て
わ
ず
か
十
日

間
で
築
き
立
て
た
こ
と
よ
り
名
づ
け
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、
外
面
は
「
と
も
」
と
読

み
ま
す
。
長
島
町
内
に
は
他
に
こ
の
よ
う

な
地
名
と
し
て
、
西
外
面
・
源
部
外
面
・

藤
久
郎
外
面
・
前
山
外
面
が
あ
り
ま
す
。

木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
三
大
川
が
落
ち
合

う
輪
中
地
帯
で
、
次
第
に
下
流
に
向
か
っ

て
新
田
開
発
が
進
む
中
で
、
比
較
的
早
い

時
代
に
「
外
海
に
面
し
た
農
地
」
と
し
て

開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
般
的
に
江
戸
時
代
の
開
発
と
さ
れ
る

○
○
新
田
、
そ
れ
以
前
と
言
わ
れ
る
○
○

一
色
や
、
志
摩
〜
東
紀
州
に
み
ら
れ
る
○

○
浦
・
○
○
竈
な
ど
と
同
じ
く
○
○
村
並

み
の
接
尾
辞
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
源
部
新

田
・
十
日
新
田
・
藤
久
郎
新
田
・
前
山
新

田
と
も
称
さ
れ
て
い
た
の
に
比
べ
、
西
外

面
だ
け
は
人
々
が
居
住
し
始
め
た
記
録
資

料
が
見
つ
か
ら
な
い
ほ
ど
古
く
、
寛
元
三

年
（
一
二
四
五
）
の
神
社
勧
請
と
い
う
、

幕
藩
体
制
以
前
か
ら
の
古
い
村
で
あ
る
た

め
、
西
新
田
と
書
か
れ
た
こ
と
は
な
く
、

明
治
五
年
大
区
小
区
制
施
行
時
の
名
簿
で

も
「
西
外
面
村
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
文
化
部
門

（
個
人
会
員
）

大
河
内 

　
浩

〜
外
面（
と
も
）〜

ご
賛
助
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

特
別
会
員
の
皆
様

ご
賛
助
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

特
別
会
員
の
皆
様

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長島町十日外面の長良川河口堰橋上を行進して、
なばなの里駐車場へ向かう石取祭車（4月23日）

医
療
法
人
誠
会　

山
崎
病
院

お

菓

子

処　

「
和
」

カ

ネ

ソ

ウ

株

式

会

社

株
式
会
社
朝
日
鋳
工
所

株

式

会

社

歌

行

燈

株
式
会
社
グ
ラ
ン
ビ
ル

株
式
会
社
ケ
イ
デ
ィ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア

株
式
会
社
山
王
鉄
工
所

株
式
会
社
水
谷
精
機
工
作
所

株
式
会
社
レ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
桑
名

桑

名

シ

テ

ィ

ホ

テ

ル

桑

名

信

用

金

庫

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
三
重
県
桑
名
支
部

茶

道

具

山

水

園

中
央
不
動
産
株
式
会
社

辻
内
鋳
物
鉄
工
株
式
会
社

兎

月

堂

花

新

江

場

中

店

花

乃

舎

光

精

工

株

式

会

社

ヒ
ル
カ
ワ
金
属
株
式
会
社

三

重

精

機

株

式

会

社

も

り

え

い

病

院

森
田
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

有

限

会

社

茶

茂
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

　

広
報
委
員
会
で
は
、
各
部
門
の
代
表
者
が
集

ま
り
、
１
度
の
発
行
に
つ
き
４
回
ほ
ど
の
会
議

を
重
ね
、
お
た
よ
り
の
編
集
作
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ご
紹
介
す
る
と
、
少
し
お
堅
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
全
く
な
く
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
部
門
の
方
が

書
か
れ
た
お
た
よ
り
の
原
稿
を
全
員
で
読
み
、

言
い
回
し
に
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
な
い

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
を
持
っ
て
確
認
し
あ
い

ま
す
。
と
き
に
は
知
ら
な
か
っ
た
分
野
へ
の
教

養
や
桑
名
市
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会
も
あ
り
、

「
な
る
ほ
ど
」「
そ
う
で
す
か
」
と
感
嘆
の
声
が

聞
こ
え
る
場
面
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
時
間
、
場
所
に
会
し
、
分
野
や
世
代
を

超
え
て
、
知
識
を
共
有
し
な
が
ら
ひ
と
つ
の
も

の
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
日
常

生
活
の
中
で
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
お
た
よ
り
も
、
そ
ん
な
和
や
か
で
有

意
義
な
時
間
の
中
、
愛
情
を
も
っ
て
作
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
雰
囲
気
が
読
者
の
皆
様
に
少
し
で

も
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　

 

（
内
山
亜
美
）

（
五
十
音
順
）

編
集
後
記

広
報
担
当
副
会
長

広
報
担
当
副
会
長

委
員　

文
学
部
門

　
　
　

美
術
部
門

　
　
　

音
楽
部
門

　
　
　

芸
能
Ⅰ
部
門

　
　
　

芸
能
Ⅱ
部
門

　
　
　

芸
能
Ⅲ
部
門

　
　
　

演
劇
部
門

　
　
　

社
会
文
化
部
門

　
　
　

茶
華
香
道
部
門

　
　
　

趣
味
教
養
部
門

丹
羽　

宗
俊

安
田　

治
三

上
田　

順
子

安
田　
　

誠

石
川　

郁
子

村
瀬　

昌
子

山
田　

岳
峰

伊
藤　

好
子

内
山　

亜
美

大
河
内　

浩

三
浦　

幸
子

加
藤　
　

誠


